
国際文化学研究科は、創設以来、学界・教育界・ビジネス界に有為な人材を多数輩出しています。
修了生はグローバル社会を切り拓くフロントランナーとして多面的に活躍しています。

1.前期課程修了生の進路概況
　2021 年度の前期課程修了生 43名のうち19名が、前期課程修了後研究成果を
活かして就職し、社会の第一線で活躍しています。就職先には、各種法人、各種教育機
関、多様な分野の民間企業があげられます。また、9名が博士後期課程に進学して
います。帰国後に本国で職につく留学生もいます。

2. 前期課程修了生（旧研究科を含む）の近年の主な就職先実績
　高度な語学力と情報処理能力をベースに国際文化学の幅広い専門知識をつけた修了生は、さまざまな業種で活躍しています。公務員としては韓国法務省、
パラオ政府芸術文化省、ベトナム政府関連など、海外からの留学生の活躍も目を引きます。教員としては英語、日本語、韓国語など、修了コースの特性を
活かした分野で活躍する修了生もいます。

Employment and Careers
就職と進学

主要就職先

公務員他

【国際機関】
パラオ政府芸術文化省、韓国外交産業省、タイ大使館、国連ハビタット（アジア・太平洋地域事務所）、ベトナム政府投資企画庁など
【国家公務員】
防衛省・語学職（英語）、大蔵省（現財務省）、国立民族学博物館、京都大学原子炉実験所（技官）、神戸大学職員など
【地方公務員】
兵庫県人と防災センター、兵庫県警、大阪市役所、西宮市役所、新潟市役所、神戸市芸術センター、兵庫県立芸術文化センター、神奈川
県葉山町生活環境部、神戸市役所、三田市役所など
【その他】
JICA（国際協力専門員）、国際交流基金、青年海外協力隊（エルサルバドル派遣）、関西経済連合会、日本原子力研究開発機構、海外
産業人材育成協会、在外公館派遣調査員、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構、長崎原爆資料館など

教 員 【中学校・高等学校その他】
【大学】

大阪府、兵庫県、東京都、岡山県、山口県、鹿児島県、福井県、神戸市など
神戸大学、兵庫県立大学、ラオス国立大学

運 輸 全日空、JTB、川崎汽船、阪急交通社、NEXCO中日本、羽田空港など
広 告 電通、リクルートメディアコミュニケーションズなど

情 報
三混紡研DCS、NECソフト、NTTデータ、ソフトバンク、日本IBM、日本IBMインダストリアルソリューション、野村総合研究所、ヤマトシス
テム開発、住生コンピューターサービス、日立システムエンジニア、メディアフュージョン、ゴールドマン・サックス、日本オラクル、
NTT西日本、NECシステムテクノロジー、富士通FIP、富士通ビー・エス・シー、フジクラ、ウェブリオ、日本製薬、リクルートなど

食 品 JR西日本フードサービス、カネテツデリカフーズなど

製 造
三菱重工業、日立製作所、住友ゴム工業、富士通、ダイハツエ業、NEC、YAMAHA、日本HP、日本IBM、関西電力、日立電線、川副機
械製作所、トヨタ、シャープ、帝国電気、コスモ石油、バンダイ、コベルコシステム、ニチダイフィルタ、明和、矢崎創業、台湾日立化
成工業、博瀬電機貿易（上海）有限会社、帝国電機、中国電信北京支社、JNC、パナソニック、ローランド、明星産業、華美電子など

マスコミ 共同通信、時事通信、神戸新聞社、毎日新聞社、産経新聞社、日本放送協会（NHK）、京都新聞社、高知新聞社、MBSラジオなど

文 化 関西フィルハーモニー管弦楽団、（公益財団法人）びわ湖芸術文化財団、（公益財団法人）ニッセイ文化振興財団、公益財団法人吹田市
文化振興事業団など

2021年度（43名修了）
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各種団体・企業
35％

帰国後就職予定、その他
35％

教員
（中・高・大学）
7％

進学
21％

官公庁、
その他公的機関

2％



3. 前期課程修了生（旧研究科を含む）の近年の主な進学先実績
　本学の大学院博士後期課程をはじめ、他大学の大学院にも多数が進学しています。2021年度の例では、修了生43人中、9名が博士後期課程に進
学しています。

4. 後期課程修了生（旧研究科を含む）の進路概況
　大学教員や学芸員などの職についています。2021 年度修了生は 15名で、日本学術振興会特別研究員（ＰＤ）、神戸市看護大学教員、兵庫県立大学教
員教員、神戸大学非常勤講師、芸術文化観光専門職大学非常勤講師、摂南大学非常勤講師などに就職しました。
 

5. 後期課程修了生（旧研究科を含む）の近年の主な就職実績
　海外・国内の大学において、多くの修了者が研究者・教育者として活躍しています。また近年、学位取得後、大学だけではなく企業や研究所に就職す
る人も増えてきています。

充実したキャリア・サポート

主要進学先

神 戸 大 学 国際文化学研究科、人文学研究科、人間発達環境学研究科、工学研究科など

その他国公立大学 京都大学大学院、九州大学大学院、総合研究大学院大学、東京都立大学大学院、神戸市外国語大学大学院など

海外大学・私立大学 シェフィールド大学、ハンブルク大学、ルーヴェン大学、パリ第７大学、ナポリ東洋大学など

主要就職先

海 外 大 学
天津外国語大学、青島大学日本語学部、浙江大学人文学院、ヤンゴン大学人類学科、中国人民大学外国語学部、台湾国家科学委員会・
人文学研究中心研究員、大連外国語学院日本語学院、湖南工業大学外国語学院、中国国立広州中医薬大学、中国内蒙古大学
トルコ・チャナッカレオンセキズマルト大学など

国公立大学等

私 立 大 学

学 芸 員 呉市海事歴史科学館学芸員など

行 政・ 企 業
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神奈川県警察科学捜査研究所、朝日新聞、兵庫留学生会館、イオン、教育開発出版、メディキット、カナフレックスコーポレーショ
ン、財団法人安全保障貿易情報センター、国際交流基金、愛知県西尾市教育委員会、アステラス製薬、ファーストリテイリング、三
菱銀行（中国・広州）、中国航空工業集団、国際電気通信基礎技術研究所など

桃山学院大学国際教養学部、大阪工業大学、近畿大学、同志社大学、プール学院大学国際文化学部、広島国際大学、大妻女子短期大学、
甲南女子大学、四条畷学園短期大学、花園大学文学部、神戸学院大学経営学部、関西学院大学国際学部、関西学院大学言語教育研究セ
ンター、甲南大学人間科学研究所研究員、神戸情報大学院大学、武庫川女子大学、武蔵大学社会学部、環太平洋大学、京都精華大学など

【国立】 大阪大学、神戸大学留学生センター、神戸大学百年史編集室、静岡大学、京都大学留学生センター、福井大学教育地域科学
部、国立沼津工業高等専門学校教養科、福井大学、ジェトロ・アジア経済研究所など

【公立】 島根県立大学看護学部、神戸市外国語大学、兵庫県立総合衛生学院、北九州市立大学基盤教育センターなど

　国際文化学研究科はキャリア・サポートのコアに教育を据え、それを補強する就職支援活動を強力に、きめこまやかに推進するユニークな研
究科を目指しています。近年は、特に外国人留学生の就職支援活動を充実させるように努めています。
　就職支援を担当する鶴甲第一キャンパスキャリアサポートセンター（鶴一CSC）は、就職、留学、資格試験、人生設計などに関するキャリ
ア関連図書が閲覧できる独自のコーナーを設け、企業で働く方々の体験談や専門分野の知識の企業での生かし方などの講演会や就職活
動体験報告会等の働き方の探求に関わる行事を開催しつつ、面接対策、インターンシップ対策など就職活動に直接関わる各種の情報提供
をしています。全学の就職支援活動と常に連携しながらも、院生一人ひとりの進路選択の相談に応じるなど、充実したサポート体制をとってい
ます。近年は、グループディスカッション講座など、新しい企画にも挑戦する一方、特に留学生のための就職支援活動に力を入れています。



CALL室 /ランゲージ・ハブ室
　研究科のキャンパスには、国際コミュニケーションセンターが運営する2
種類の外国語学習支援施設があります。「CALL（Computer Assisted 
Language Learning）室」には、コンピュータを使用した最新の外国語自
習システムが整備されており、自分のペースで段階的に学習を進めることが
可能です。
　「ランゲージ・ハブ室」には、英・独・仏・中・露・韓の各国語を話す留
学生が常駐しており、気軽に外国語による会話体験を持つことができます。
また、「ランゲージ・ハブ室」では、英語プレゼンテーション・セミナーなど、
さまざまな外国語教育プログラムが提供されており、学んだ外国語を実際に
使う場が用意されています。これらの充実した施設を活用することで、外国
語の実践的運用力の向上が期待できます。英語をはじめとした既修外国語の
ブラッシュアップはもちろん、ぜひ、新しい外国語の習得にもチャレンジして
いただきたいと思います。
 

学生寮
　大学の寮として、男子学生用に「住吉寮」「住吉国際学生宿舎」「国維寮」
「白鴎寮」、女子学生用に「女子寮」「住吉国際学生宿舎」「国維寮」「白鴎
寮」があります。学生寮の寄宿料は月額４，７００円～１８，０００円（光熱費など
は別）です。格安であること、研究科を超えた友人を作りやすいことなどが
寮のメリットです。また、「女子寮」を除き、日本人学生と留学生の混住型と
なっており、国際的な交流が期待できます。

国際文化学図書館
　神戸大学には各キャンパスに図書館があります。中央図書館というものは
ありません。国際文化学部図書館の入口には「総合図書館」と「国際文化
学図書館」という2つの看板が掛けられています。総合図書館というのは
全学共通教育の学習支援を行うことを目的としており、全学問分野の資料の
充実に努めています。国際文化学図書館は、国際文化学部・本研究科の学生・
院生向けに、文化交流や各国の文化事情など国際文化学に関わる資料を中
心に収集しています。
　本図書館では、「学生希望図書」という予算費目があり、本研究科の大
学院生は、学術的な図書の購入希望を申請することができます。図書館では、
蔵書の貸し出しに加えて以下のサービスが提供されます。複写申し込み、学
内の他の図書館からの取寄せ、他大学からの図書貸与やコピーの申し込み、
購入希望の受付などです。またこれらのサービスは、図書館まで行かずに、
学内のパソコンの画面から依頼することができ、さらに文献やコピーの到着
をEメールで案内してくれるので大変便利です。また図書館のホームページ
で電子ジャーナル検索、データベース検索、新聞記事検索を利用できます。
平日は8：45から21：30まで、土曜日は10：00から18：00まで開館
しています。

奨学金
　日本学生支援機構奨学金と神戸大学独自の奨学金、財団や企業、地方自
治体などが支給する奨学金があります。日本学生支援機構の場合、第一種
奨学金（無利了貸与）と第二種奨学金（有利子貸与）があり金額も異なります。

research facilities, dormitories, scholarships
全学の研究支援施設・学生寮・奨学金
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CALL 室 / ランゲージ・ハブ室
　研究科のキャンパスには、国際コミュニケーションセンターが運営する外国
語学習支援施設があります。「アクティブラーニングラボ（AL Lab）」と「イ
ンタラクティブラーニングラボ（IL Lab）」では、外国語学習において、ペ
アワークやグループディスカッションなどの双方向型学習が円滑に行えるよう
な教室環境が整えられています。
　「ランゲージ・ハブ室」には、英・独・仏・中・露・韓の各国語を話す留
学生が常駐しており、気軽に外国語による会話体験を持つことができます。
また、「ランゲージ・ハブ室」では、英語プレゼンテーション・セミナーなど、
さまざまな外国語教育プログラムが提供されており、学んだ外国語を実際に
使う場が用意されています。これらの充実した施設を活用することで、外国
語の実践的運用力の向上が期待できます。英語をはじめとした既修外国語の
ブラッシュアップはもちろん、ぜひ、新しい外国語の習得にもチャレンジして
いただきたいと思います。



Research Groups and Journals
研究会・研究誌の紹介

』学化文際国『 要紀生院学大学大戸神
　神戸大学国際文化学研究科は、研究科に所属する大学院生の研究を
促進することを目的とし、研究成果を広く公開するために、『国際文化学』
（大学院生紀要）を刊行しています。
　『国際文化学』の前身は、2011 年度まで年 2回（通算 25 号）、神
戸大学国際文化学会（学術組織）が発行してきた学術雑誌です。この雑
誌は、研究科の教育・研究の一翼を担ってきましたが、2012 年度より、
大学院生の学術研究をサポートし、大学院教育の効果を強化するために、
オンラインの大学院生紀要としてリニューアルいたしました。年１回の発
行で、投稿資格者は国際文化学研究科の大学院生および編集委員会が
認めた者です。
　『国際文化学』の編集方針は、前身誌の方針を引き継ぎ、さらに大学
院教育の一環としての特徴を備えております。大学院生が論文を投稿する
と、指導教員以外から複数の査読委員が選ばれ、その論文の審査にあた
ります。専門的なコメントが必要な場合は外部の研究者に査読を依頼する
事もあります。査読教員は、論文掲載の可否を決定するだけでなく、論
文に問題がある場合には、それをどう修正すべきかについて懇切丁寧なコ
メントを投稿者に返します。論文の修正期間が十分に確保されているので、
投稿者は指導教員とも相談しつつ、じっくり論文を書き直すことができま
す。このような査読―修正―再投稿のプロセスを経て、大学院生は全国
学会などに投稿するための学問上の基本的な作法、必要とされる学術水
準について学びます。

ホームページ
http://www.lib.kobe-u.ac.jp/kernel/seika/eISSN=21872０82.html

『神戸文化人類学研究』
　『神戸文化人類学研究』は、2007 年に創刊された文化人類学コース
が発行する学術雑誌です。これは、2002 年に創刊された旧神戸大学社
会人類学研究会が発行した学術雑誌『ぽぷるす』を前身としたものです。
『神戸文化人類学研究』は、学内外２名の研究者による厳正な査読によっ
て学術的水準を維持しています。本誌では、文化人類学を専攻する本研
究科所属大学院生の研究成果が主に公表されていますが、近年では他大
学の大学院生、研究者も投稿するようになっています。
　なお、文化人類学コースでは、本コース所属大学院生を中心とした神
戸人類学研究会が組織されています。定期的に開催される本研究会では、
学内のみならず学外の研究者も招いて活発な議論が交わされ、その開催
数は、2017 年 6月の段階で 75 回を数えています。

ホームページ
http://web.cla.kobe-u.ac.jp/group/kobe-anthro/

『日本文化論年報』
　『日本文化論年報」は、1998 年 3月、学部および大学院の日本文化
論講座（現在は日本学コース）を母体に創刊、年 1冊の刊行を続けてい
ます。
　講座・コースの研究・教育活動の牽引を目的に、教員および大学院生
の研究成果、また優れた学部卒業論文などを掲載しています。その他教
育活動に関する彙報、卒業生情報などもあります。刊行に際しては、神
戸大学山口誓子学術振興基金の補助金を得ています。

ホームページ
http://web.cla.kobe-u.ac.jp/staff/gakunone/home/nenpou.html

国際文化学研究科には多くの研究会・プロジェクトが組織され、研究科の教育と研究の重要な一翼を
担っています。
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Research Support
研究サポート

空き時間は、ここでくつろぎ、勉強する  ― 院生研究室 ―
　国際文化学研究科には、院生専用の研究室が設置され、各研究室に
はデスクのほか、書架やロッカーも配置されています。また、院生研究
室には数多くのパソコンが配置され、インターネットや電子メールを自由に
利用することができます。

自分のペースで研究を進めたい方に  ― 長期履修学生制度 ―
　この制度は、職業を有している等の事情により、2 年間で博士前期課
程修了に必要な単位を修得し修了することが困難な者が、入学時に計画
的に 2 年を超えて単位を修得し修了することを申請し、大学がこれを認め
た場合、2 年間の授業料で 2 年を超えて在学できる制度です。
　2 年間の授業料の合計額を長期履修学生として認められた年数で除し
た額が年額授業料となります。ただし、在学中に授業料が改定された場
合には、改定時から新授業料が適用されます。職業を有している等の事
情とは、次のいずれかに該当する者で、標準修業年限内での修学が困難
な者です。

（1）職業を有し就業している者（自営業および臨時雇用 [ 単発的なアルバ
イトを除く。] を含む。）

（2）家事、育児、介護等の事情を有する者
（3）その他研究科長が相当と認めた者

　なお、この制度の利用には、上記の職業を有している等の事情以外に一
定の条件があります。申請希望者はあらかじめ担当係に相談してください。

ハラスメントのないキャンパスをめざして  ― ハラスメント防止委員会 ―
　大学では、自由で充実したキャンパス・ライフを送ってほしいと思って
います。性別、年齢に関係なく、互いを尊重する人間関係を築くことが
大切です。とはいえ、人間関係が広がれば、望んでいないような不愉快
な言動をされたり、気づかないうちに相手を傷つけたり、相手から傷つけ
られたり、ということが起こりえます。ハラスメントとは、「嫌がらせ」を
意味し、就労、就学上の優位な立場を利用して、相手が望まない言動に
より、精神的、肉体的苦痛を与えることです。性的なことに関連するセク
シャル・ハラスメント、教育上のことがらに関連するアカデミック・ハラス
メント等々、さまざまな種類があります。
　国際文化学研究科には、男性、女性両方の教員からなるハラスメント
防止委員会が設置されています。不幸にしてハラスメントを受けてしまっ
た場合、ひとりで悩まないで、早めに委員の教員に相談してください。ひ
とりで不安であれば、誰かに一緒に行ってもらいましょう。匿名での相談
も受け付けています。委員会では、相談者のプライバシー保護に十分配
慮していますので、安心して相談に来てください。

コピーカードの支給
　授業や研究のために必要なレジュメや資料をコピーできるように、毎年、
定額のコピーカードが無料で支給されます。

キャンパス内での院生の生活・研究を強力にサポートします。
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論文題目

【アジア・太平洋文化論コース】		
（D）	 戦中戦後の国際関係における中華民国の対日賠償要求問題
（D）	 文化の流用に主体性を編み込む先住民
	 —ニュージーランド先住民マオリの歌と踊りをめぐる事例から—

（D）	 内モンゴルの基層社会における文化大革命
	 ――　民族と階級の交差　――

（D）	 清末期外藩モンゴル・オルドス地方へのスクート会（カトリック宣教会）の進出
	 —清朝政府のキリスト教政策と地方におけるキリスト教問題への対応—

（D）	 蒙疆政権の軍隊の形成過程に関する研究
	 −　徳王の民族運動と関東軍

（M）	 日中友好協会の機関紙からみる日本人の文革認識
（MC）	 中国の SNS がコミュニティのルール形成と過激化に与える影響ーー Weibo にお

けるファンコミュニティを例として

【ヨーロッパ・アメリカ文化論コース】		
（D）	 サモアの「近代的」な政治に対する現地住民の反応（1873-1936 年）
	 ――海外地域との関係や人々の多様性に着目して――

（M）	 トマス・ホッブズにおけるエロス的人間について：『法の原理』を中心に
（MC）	 中国清末における 19 世紀のイギリスのフェミニズム思想の受容

【文化人類学コース】		
（M）	 現代モーリタニアにおけるアラブ・ベルベル系民族のエヘルと社会階層制――職

業的な関わり合いを通して構築される「家族のような関係」
（M）	 先住民のホームレスーカナダの都市先住民の事例を中心にー
（M）	 海外移住労働者における母子関係維持についての考察－中国朝鮮族移住母の事

例を中心に
（MC）	 「土を活かす」作陶――現代日本における個人陶芸作家を事例として――
（MC）	 媽祖信仰をめぐるグローバルな来訪者に関する文化人類学的研究 --- 中国福建省

廈門朝宗宮を事例に
（MC）	 地方都市の祭礼における屋台と地域意識―兵庫県姫路市灘のけんか祭りに対する

考察―
（MC）	 水族の女性宗教職能者「過陰婆」の成巫過程に関する考察－貴州省三都水族自

治県水根村を中心に－
（MC）	 中国四川省凉山彝族社会における爾普の変容―家支を中心に―

【比較文明・比較文化論コース】		
（D）	 放射線被曝防護の国際的基準策定プロセスの科学史的研究

【国際関係・比較政治論コース】		
（MC）	 EU 拡大と域内の自動車産業拠点移動の関係の構造分析
（MC）	 イタリア・五つ星運動から見る「中抜き」政治
（MC）	 ドイツ緑の党の挑戦 －連邦州における選挙パフォーマンスを通じた政権参画の比較

分析－
（MC）	 シリアにおけるクルド民主統一党（PYD）による自治政体形成の分析

【モダニティ論コース】		
（M）	 ハンナ・アーレントにおける「暗い時代」の判断力論――カント講義における三つ

の宥和の観点から

【先端社会論コース】		
（D）	 Diffusion of Hip Hop: A Critical Reappraisal of ‘Call and Response’ in 

East Asian Street Dance Culture
（D）	 Queer migration and drag performance in Japan: Rethinking 

identification, participation and belonging
（D）	 日中における『シャーロック・ホームズ』の受容
（M）	 在日中国人技能実習生の階層帰属意識
（MC）	 近親者へのカミングアウトの有無がセックスワーカーの生活に与える影響
（MC）	 Intersectionality and employment: discrimination against Muslim 

women in the process of job-seeking in Japan.

【芸術文化論コース】		
（MC）	 言語芸術としての『ブルターニュ民謡集 バルザス = ブレイス』とその機能
（MC）	 アマチュアオーケストラ活動を支える社会文化的環境―ドイツと日本の大学オーケ

ストラに焦点をおいて―
（MC）	 企業メセナに関する運営者と参加者からの視点～ひのっ子ピアノコンクールを中心

に～
（MC）	 異文化間アダプテーションにおける物語の更新――日仏ミュージカル『ロミオとジュ

リエット』を例として

【言語コミュニケーションコース】		
（M）	 Free Indirect Style in Literary Translation: Focusing on E. 

Seidensticker's Works
（M）	 英語ビジネス書の日本語と中国語への翻訳についての研究―翻訳品質と翻訳能力

の視点からー
（M）	 中国人日本語学習者による複合動詞の使用について ―コーパスの産出データの分

析―
（MC）	 映画『チョコレートドーナツ』の翻訳から見るゲイの男性が話す女ことば
（MC）	 ユーモアを異文化圏で適切に機能させるための翻訳ストラテジーの考察―落語を題

材に―

【感性コミュニケーションコース】		
（M）	 短縮版音楽体験尺度（B-MEQ）の日本語版の構築
（M）	 丁寧な発話態度に関する音声的特徴―日本語母語話者と中国人日本語学習者の

比較―
（M）	 普通話と広東語の語形成の韻律テンプレート－離合詞の目的語の後続許容度に注

目した対照研究－
（MC）	 大学生のセルフコントロールと心理的・主観的 Well-being の関係
（MC）	 ドラム即興演奏課題における生理的・行動的シンクロニーに空間共有と二者の関

係性が及ぼす影響

【情報コミュニケーションコース】
（M）	 2 つの日本語文章コーパスに対する単語の意味変化検出手法の提案と評価
（M）	 口周辺の筋電情報を用いた日本語母語話者と非母語話者の違いに関する研究
（M）	 クラ交換の仕組みを取り入れた SNS のデザイン

【外国語教育システム論コース】		
（D）	 Connecting D. H. Lawrence to Emily Brontë: Adoration for Nature 

and the Shadow of "Death"
（D）	 How conceptual accessibility affect sentence production: Evidence 

from Chinese JFL learners with a focus on animacy information

【外国語教育コンテンツ論コース】		
（D）	 日本語破裂音の有声性弁別について
	 ―音響的・知覚的特徴を中心に―

（D）	 Experimental confirmation of Japanese Voicing contrasts of Stop 
consonants: Focusing on Acoustic Characteristics and physical 
features

（D）	 コーパス調査に基づく現代日本語における非和語系語彙の用法解明と日本語教
育への応用

（D）	 コーパス調査に基づく現代日本語におけるスタンス表出システムの解明と日本語教
育への応用：一人称代名詞・文末詞・陳述スタイル・ヘッジの分析

（M）	 日本語アクセントの「おそ下がり」の生成－『日本語話し言葉コーパス』を用い
た分析－

（M）	 母語話者・日本人学習者の英作文における原因の表出：コーパスから得た知見の
教育的応用

（MC）	 日本人高校生のための重要英語句動詞リストの開発：コーパスを用いた高校生の
句動詞使用実態の分析をふまえて

（MC）	 日本語母語話者および学習者による条件表現の使用実態の解明：コーパス言語学
の外国語教育への応用を目指して

（MC）	 日本人英語学習者の論証文における熟達要因に関する質的調査

国際文化学研究科　論文題目（令和 3 年度提出分）
※（D）博士論文　（M）修士論文　（MC）修了研究レポート



比較文明・比較文化論 深町　　悟 講師 fukamachi ■ port.kobe-u.ac.jp

国際関係・比較政治論
国際関係・比較政治論 李　　　昊 講師 lihao ■ people.kobe-u.ac.jp

Academic Staff
国際文化学研究科教員一覧

コース 氏名 職名 メールアドレス
日本学 板倉　史明 准教授 itakura ■ people.kobe-u.ac.jp
日本学 長　志珠絵 教授
日本学 辛島　理人 准教授

s.osa ■ landscape.kobe-u.ac.jp
karashima■ people.kobe-u.ac.jp

日本学 昆野　伸幸 教授 nobuyuki ■ port.kobe-u.ac.jp
日本学 寺内　直子 教授 naokotk ■ kobe-u.ac.jp
アジア・太平洋文化論 伊藤　友美 教授 itot ■ kobe-u.ac.jp
アジア・太平洋文化論 貞好　康志 教授 ysd ■ kobe-u.ac.jp
アジア・太平洋文化論 谷川　真一 教授 tanigawa■ port.kobe-u.ac.jp
アジア・太平洋文化論 深川　宏樹 准教授 fukagawa ■ people.kobe-u.ac.jp
ヨーロッパ・アメリカ文化論 井上　弘貴 准教授 hiro_inouye ■ port.kobe-u.ac.jp
ヨーロッパ・アメリカ文化論 小澤　卓也 教授 ozataku ■ harbor.kobe-u.ac.jp
ヨーロッパ・アメリカ文化論

西谷　拓哉 教授 takuyan ■ kobe-u.ac.jpヨーロッパ・アメリカ文化論
衣笠　太朗 講師 tkinugasa ■ harbor.kobe-u.ac.jp

文化人類学 梅屋　　潔 教授 umeya ■ people.kobe-u.ac.jp
文化人類学 大石　侑香 講師 yuka ■ diamond.kobe-u.ac.jp
文化人類学 岡田　浩樹 教授 hokada ■ kobe-u.ac.jp
文化人類学 齋藤　　剛 教授 t-saito ■ people.kobe-u.ac.jp
文化人類学 下條　尚志 准教授 shimojo ■ people.kobe-u.ac.jp
比較文明・比較文化論 北村　結花 准教授 yuika ■ kobe-u.ac.jp
比較文明・比較文化論 近藤　祉秋 講師 skondo ■ boar.kobe-u.ac.jp

国際関係・比較政治論 中村　　覚 教授 satnaka ■ kobe-u.ac.jp
国際関係・比較政治論

安岡　正晴 教授 yasuoka ■ kobe-u.ac.jp

モダニティ論 石田　圭子 准教授 keikoishida ■ people.kobe-u.ac.jp
モダニティ論 市田　良彦 教授 ucml ■ kobe-u.ac.jp
モ
モ
ダニティ論 上野　成利 教授 ueno ■ people.kobe-u.ac.jp

モダニティ論 松家　理恵 教授 janjur ■ kobe-u.ac.jp
先端社会論 青山　　薫 教授 kaoru ■ tiger.kobe-u.ac.jp
先端社会論 小笠原博毅 教授 hirokio ■ kobe-u.ac.jp
先端社会論

桜井　　徹 教授 sakurait ■ kobe-u.ac.jp先端社会論
西澤　晃彦 教授 nishizawa■ people.kobe-u.ac.jp先端社会論

工藤　晴子 講師 haruko.kudo ■ people.kobe-u.ac.jp
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比較文明・比較文化論 塚原　東吾 教授 togotsukahara ■ harbor.kobe-u.ac.jp

ダニティ論 鹿野　祐嗣 助教 yujishikano ■ emerald.kobe-u.ac.jp

比較文明・比較文化論 田中祐理子 准教授 tanaka.yuriko ■ people.kobe-u.ac.jp

新川　匠郎 講師 shoniikawa ■ harbor.kobe-u.ac.jp



言語コミュニケーション 小松原哲太 講師  

芸術文化論 髙田　映介 講師 takada.eisuke ■ harbor.kobe-u.ac.jp

言語コミュニケーション 南　　佑亮 准教授 y-minami ■ people.kobe-u.ac.jp

外国語教育システム論 安田　　麗 大学教育推進機構 講師 r.yasuda ■ port.kobe-u.ac.jp

外国語教育システム論 濱田　真由 大学教育推進機構 助教 myhama ■ harbor.kobe-u.ac.jpi

感性コミュニケーション

コース 氏名 職名 メールアドレス
芸術文化論 池上　裕子 教授 ikegami ■ port.kobe-u.ac.jp
芸術文化論 岩本　和子 教授 iwamotok ■ kobe-u.ac.jp
芸術文化論 岡本　佳子 講師 okamoto_y ■ people.kobe-u.ac.jp

言語コミュニケーション 川上　尚恵 大学教育推進機構 講師 kawakami ■ sapphire.kobe-u.ac.jp
言語コミュニケーション 石田　雄樹 講師 yishida ■ port.kobe-u.ac.jp

言語コミュニケーション 齊藤　美穂 大学教育推進機構 准教授 msaito ■ people.kobe-u.ac.jp
言語コミュニケーション 田中　順子 教授 jtanaka ■ kobe-u.ac.jp
言語コミュニケーション 朴　　秀娟 大学教育推進機構 講師 sypark ■ aquamarine.kobe-u.ac.jp
言語コミュニケーション 藤濤　文子 教授 fumiko ■ kobe-u.ac.jp

感性コミュニケーション

林　　良子 教授 rhayashi ■ kobe-u.ac.jp
感性コミュニケーション

松本絵理子 教授 ermatsu ■ kobe-u.ac.jp
感性コミュニケーション

巽　　智子 講師 tt ■ port.kobe-u.ac.jp

情報コミュニケーション 大月　一弘 教授 ohtsuki ■ kobe-u.ac.jp
情報コミュニケーション 康　　　敏 教授 kang ■ kobe-u.ac.jp
情報コミュニケーション 清光　英成 教授 kiyomitu ■ kobe-u.ac.jp
情報コミュニケーション 西田　健志 准教授 tnishida ■ people.kobe-u.ac.jp
情報コミュニケーション 村尾　　元 教授 hajime.murao■ mulabo.org

外国語教育システム論 髙橋　康徳 大学教育推進機構 准教授 ytakahashi ■ port.kobe-u.ac.jp
外国語教育システム論 島津　厚久 大学教育推進機構 教授 shimazu ■ puppy.kobe-u.ac.jp

外国語教育システム論 廣田　大地 大学教育推進機構 准教授 hirotadaichi ■ ruby.kobe-u.ac.jp
外国語教育システム論 保田　幸子 大学教育推進機構 教授

外国語教育システム論 横川　博一 大学教育推進機構 教授

syasuda ■ opal.kobe-u.ac.jp

yokokawa■ kobe-u.ac.jp
外国語教育コンテンツ論 石川慎一郎 大学教育推進機構 教授 iskwshin ■ kobe-u.ac.jp
外国語教育コンテンツ論 柏木　治美 大学教育推進機構 教授 kasiwagi ■ kobe-u.ac.jp
外国語教育コンテンツ論 木原恵美子 大学教育推進機構 准教授 kihara.emiko ■ crystal.kobe-u.ac.jp
外国語教育コンテンツ論 グリア・ティモシー 大学教育推進機構 教授 tim ■ kobe-u.ac.jp
外国語教育コンテンツ論 朱　　春躍 大学教育推進機構 教授 shu_s_y ■ koala.kobe-u.ac.jp
外国語教育コンテンツ論 芹澤　　円 大学教育推進機構 助教 m.serizawa ■ phoenix.kobe-u.ac.jp
外国語教育コンテンツ論 大和　知史 大学教育推進機構 教授 yamato ■ port.kobe-u.ac.jp
先端コミュニケーション論 内海　　章 客員教授 utsumi ■ atr.jp 
先端コミュニケーション論 住岡　英信 客員准教授 sumioka ■ atr.jp
先端コミュニケーション論 山田　玲子 客員教授 yamada ■ atr.jp

教員アドレスについては，■を＠に置き換えてご利用ください。
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komatsubara ■ port.kobe-u.ac.jp 

感性コミュニケーション 南本　　徹 助教 minamimoto.toru ■ topaz.kobe-u.ac.jp

北田　　亮 准教授 ryokitada ■ port.kobe-u.ac.jp


